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平成 20 年度から、廃液回収の際に、下図のような

廃液申請システムを用いて、事前に廃液の種類や内容

を登録することができるようになりました。 

 

また、これまでは、所定の様式に必要事項を手書き

する方法でも廃液を受け付けていましたが、平成 21

年度からは、廃液の搬入申請が、Web 申請に一本化さ

れます。これにより、申請書を記入していただく手間

が省けると同時に、廃液回収時のチェック時間を大幅

に短縮することが可能となります。なお、このシステ

ムを使用するためには、専用のＩＤとパスワードが必

要となります。まだＩＤをお持ちでない方、ＩＤやパ

スワードを忘れてしまった方は、お早めに排水処理セ

ンターまでお問い合わせください。皆さまのご理解と

ご協力を、よろしくお願いいたします。 

 

  
おおお知知知らららせせせ   

廃廃廃液液液ののの WWWeeebbb 申申申請請請本本本格格格稼稼稼働働働！！！   

もももううう手手手続続続きききはははおおお済済済みみみででですすすかかか？？？

注注注意意意事事事項項項   

222 月月月 222000 日日日ににに総総総合合合研研研究究究棟棟棟ででで   

発発発生生生しししたたた pppHHH 異異異常常常にににつつついいいててて

 

 

 

今回は、総合研究棟で発生した pH 異常が、農学部

本館の pH 値に影響を及ぼした事例をご報告します。 

2 月 20 日（金）の 11 時 29 分に、総合研究棟で pH

異常が発生しました。ピーク時の pH 値は 3.48 で、か

なり強い酸が流されたことが分かります（図 1）。 

 

 そして、37 分後の 12 時 13 分に、農学部本館で pH

異常が発生しました（図 2）。総合研究棟の実験排水は、

pH チェック後に農学部本館の実験排水と合流します。

そのため、総合研究棟の排水が、農学部の実験排水の

pH に影響を及ぼしてしまうことがあるのです。 

 

図１ 

図２ 

廃液搬入時には、このような様式を添付・提出してください 

注）この回の農学部本館における pH 異常は、 

ワーストランキングの回数には含まれていません 



 

 

 

 

今回の「こんなお仕事…」では、薬品管理システム

および薬品使用量等の調査についてご紹介します。 

皆さまは、研究に使用される薬品類の、年間使用量

や購入量を、正確に把握しておられますか？ 山口大

学では、毎年 4月を目処に、年間の薬品使用量等の調

査を行い、その結果を『環境報告書』中に記載してい

ます。排水処理センターでは、これらの調査を皆様に

依頼し、集計・分析する作業を行っています。 

 

調査の対象となるのは、特定化学物質（54 種類）や

有機溶剤（54 種類）、高圧ガス（77 種類）などです。

また、PRTR※（化学物質排出移動量届出制度）に関連

する物質の使用量等も合わせて調査しています（図 1）。

皆さまのご協力を、よろしくお願いいたします。 

また、薬品管理支援システム『TULIP』（図 2）を運

用し、薬品管理の支援も行っています。詳しくは排水

処理センターまで、お気軽にお問い合わせください。 

 

PRTR とは…… 有害性のある多種多様な化学物質が、ど

のような発生源から、どれくらい環境中に排出されたか、

あるいは廃棄物に含まれて事業所の外に運び出されたか

というデータを把握し、集計し、公表する仕組み

 

  ２月のｐH 異常発生回数 ランキング（吉田地区）
2月中の pH 異常発生回数ワースト 1位は、総合研究

棟（3 回）でした。総合研究棟は、初のワースト 1 位

への転落です。該当者の皆さまは十分ご注意願います。

一方、農学部本館の発生回数は 2 回で、4 月以来、最

も発生回数が少なくなりました。今後もこの調子で頑

張ってください。また、理学部 3 号館で、初の pH 異

常が発生しました。非常に残念ですが、これ以上、回

数が増えないように、引き続きご協力をお願いします。 

 

  ３月の廃液回収情報 

  3 月 27 日（金）14：00～15：00 小串地区 廃液回収（於：小串地区廃棄物倉庫前） 

 

 

 

連連連載載載企企企画画画   

「「「こここんんんなななおおお仕仕仕事事事やややっっっててていいいままますすす」」」   

第第第６６６回回回：：：薬薬薬品品品使使使用用用量量量等等等ののの調調調査査査

図２ 

図１ 


